
規

則

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
四
十
九
条
第
一
項
第
八
号
中
「
同
法
第
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
里
親
で
あ
つ
て
、
養
子
縁
組
に
よ
つ
て
養

親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
」
を
「
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る
者
」
に
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
法
第
六
条
の
四

第
一
号
」
に
、「
養
子
縁
組
に
よ
つ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
」
を
「
養
子
縁
組
里
親
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
中
「
疑
」
を
「
疑
い
」
に
、「
書
類
」
を
「
被
疑
事
実
通
知
書
」
に
改
め
、同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
被
疑
事
実
通
知
書
の
送
達
は
、
被
審
理
者
の
所
在
が
不
明
の
と
き
は
、
そ
の
内
容
及
び
審
理

の
た
め
に
出
頭
す
べ
き
期
日
、
場
所
そ
の
他
審
理
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
官
報

に
掲
載
す
る
こ
と
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
掲
載
さ
れ
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た

と
き
に
被
疑
事
実
通
知
書
の
送
達
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
七
十
七
条
中
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
処
分
の
宣
告
は
、
懲
戒
権
者
自
ら
被
審
理
者
に
当
該
懲
戒
処
分
の
内
容
を
申
し
渡
し
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
懲
戒
権
者
は
、
被
審
理
者
の
所
在
が
不
明
の
場
合
を
除
き
、
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
と
き
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
下
の
上
級
の
隊
員
に
命
じ
て
懲
戒
処
分
の
宣
告
を

行
わ
せ
、
又
は
懲
戒
処
分
宣
告
書
を
被
審
理
者
に
送
付
す
る
こ
と
を
も
つ
て
懲
戒
処
分
の
宣
告
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
処
分
宣
告
書
の
交
付
は
、
被
審
理
者
の
所
在
が
不
明
の
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
官
報

に
掲
載
す
る
こ
と
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
掲
載
さ
れ
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た

と
き
に
懲
戒
処
分
の
宣
告
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

〇
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号

会
計
検
査
院
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

会
計
検
査
院
長

河
戸

光
彦

会
計
検
査
院
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
会
計
検
査
院
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

会
計
検
査
院
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
会
計
検
査
院
規
則
第
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
総
括
審
議
官
一
人
」
の
下
に
「
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
審
議
官
一
人
及
び

審
議
官
十
三
人
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
審
議
官
は
、
命
を
受
け
、
事
務
総
局
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
い
う
。）の
確
保
並
び
に
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管
理
並
び
に
こ
れ
ら
と
併
せ
て
行
わ

れ
る
事
務
の
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務
並
び
に

関
係
事
務
を
総
括
整
理
す
る
。

第
十
二
条
第
六
項
中
「
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
」
を
「
情
報
シ
ス
テ
ム
」
に
、「
次
条
第
二
項
」
を
「
第
三

項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
を
削
り
、
第
十
二
条
の
三
を
第
十
二
条
の
二
と
す
る
。

第
十
四
条
の
二
中
「
上
席
情
報
処
理
調
査
官
」
を
「
上
席
情
報
シ
ス
テ
ム
調
査
官
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
四
中
「
第
三
局
」
を
「
第
二
局
、
第
三
局
」
に
、「
四
人
」
を
「
三
人
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
六
中
「
上
席
情
報
処
理
調
査
官
」
を
「
上
席
情
報
シ
ス
テ
ム
調
査
官
」
に
改
め
る
。

（
会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

年
報
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

第
四
条
中
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
削
り
、
第
五
号
を
第
二
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
三
号
ず
つ

繰
り
上
げ
、
第
九
号
及
び
第
十
号
を
削
る
。

〇
防
衛
省
令
第
六
号

物
品
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
防
衛
省
所
管
に
属
す
る
物
品
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

防
衛
大
臣

稲
田

朋
美

防
衛
省
所
管
に
属
す
る
物
品
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

防
衛
省
所
管
に
属
す
る
物
品
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
三
年
総
理
府
令
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
号
中
「
及
び
調
査
」
の
下
に「（
以
下
「
試
験
研
究
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
印
刷
物
、
写
真
若
し
く

は
映
写
用
器
材
又
は
試
験
、
研
究
若
し
く
は
設
計
に
必
要
な
器
具
器
材
を
そ
の
試
験
、
研
究
又
は
調
査
」
を
「
機
械
器

具
、
印
刷
物
、
写
真
、
映
写
用
器
材
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
物
品
（
以
下
「
機
械
器
具
等
」
と
い
う
。）を
当
該
試
験

研
究
等
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

防
衛
省
の
委
託
を
受
け
て
試
験
研
究
等
を
行
つ
た
学
校
法
人
、
独
立
行
政
法
人
、
国
立
大
学
法
人
、
大
学
共
同

利
用
機
関
法
人
、
地
方
独
立
行
政
法
人
、
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
（
以
下「
学
校
法
人
等
」と
い
う
。）

が
、
そ
の
後
引
き
続
き
当
該
試
験
研
究
等
（
当
該
試
験
研
究
等
に
関
連
す
る
試
験
研
究
等
を
含
む
。）を
行
う
場
合

に
お
い
て
、
当
該
試
験
研
究
等
を
促
進
す
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
て
、
当
該
学
校
法
人
等
に
対
し
、
機
械
器
具
等

を
貸
し
付
け
る
と
き

第
三
条
中
「
同
条
第
四
号
」
を
「
同
条
第
五
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
七
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
被
審
理
者
へ
の
懲
戒
処
分
を
行
わ
な
い
旨
の
通
知
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

第
七
十
九
条
第
一
項
中
「
基
い
て
」
を
「
基
づ
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
再
調
査
又
は
」
を
「
再
調
査
若

し
く
は
」
に
、「
若
し
く
は
自
ら
調
査
又
は
」
を
「
、
又
は
自
ら
調
査
若
し
く
は
」
に
、「
こ
れ
を
」
を
「
、
こ
れ
を
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
、「
附
し
て
」
を
「
付
し
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と

し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
七
十
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
処
分
の
宣
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
八
十
一
条
第
一
項
中
「
再
調
査
又
は
」
を
「
再
調
査
若
し
く
は
」
に
、「
取
消
」
を
「
取
消
し
」
に
改
め
、
同
条
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
七
十
七
条
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
上
級
の
懲
戒
権
者
が
下
級
の
懲
戒
権

者
の
行
つ
た
処
分
を
破
棄
し
、
自
ら
事
案
を
処
理
し
た
場
合
に
お
け
る
懲
戒
処
分
の
宣
告
又
は
懲
戒
処
分
を
行
わ
な

い
旨
の
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
八
十
五
条
第
一
項
中
「
疑
」
を
「
疑
い
」
に
、「
こ
え
な
い
」
を
「
超
え
な
い
」
に
、「
き
い
て
」
を
「
聴
い
て
」に
、

「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
、「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
、「
疑
」

を
「
疑
い
」
に
、「
不
明
の
」
を
「
不
明
で
あ
り
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
官
報
に
掲
載
し
た
出
頭
す
べ
き
期

日
に
当
該
隊
員
が
出
頭
し
な
い
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
中
「
左
の
」
を
「
次
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

懲
戒
権
者
は
、
懲
戒
処
分
を
宣
告
す
べ
き
隊
員
の
所
在
が
不
明
の
と
き
は
、
懲
戒
処
分
宣
告
書
を
配
達
証
明
の

郵
便
物
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六

項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
が
送
達
す
る
同
条

第
三
項
に
規
定
す
る
信
書
便
物
の
う
ち
こ
れ
ら
の
郵
便
物
に
準
ず
る
取
扱
い
を
す
る
も
の
と
し
て
防
衛
大
臣
が
定

め
る
も
の
と
し
て
当
該
隊
員
の
親
族
に
送
付
す
る
こ
と
に
よ
り
懲
戒
処
分
の
宣
告
を
行
う
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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